

































































































































を組み合わせたHistorical Big Data という新たな分野を提案し，画像処理とセマンティックデー
タベースに関する研究について，以下の学会発表に至った。
 ・2013 年 11 月　電気学会システム研究会
濱上知樹「歴史資料デジタルアーカイブデータからの知的構造の抽出―小袖屛風を対象として」







 ・THz イメージング予備測定実験　2014 年 7 月 24 日　国立歴史民俗博物館
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[共同研究の経過と概要]……濱上知樹













 ・THz イメージング本実験　2015 年 1 月 26・27 日　国立歴史民俗博物館






































 ・2014 年 11 月　情報処理学会，研究報告データベースシステム（DBS）
藤村雄基・萩生田明徳・木島彩梨沙・富井尚志「 歴史資料に関する利用者の興味喚起を目的とし
た小袖屛風DBシステムの設計と構築」
 ・2014 年 12 月　映像情報メディア学会 2014 年冬季大会講演
横田知美・鈴木卓治・矢田紀子・眞鍋佳嗣「衣桁にかけた小袖画像を用いたバーチャル着装の試み」
 ・2015 年 3 月　第 7回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2015）
萩生田明徳・木島彩梨沙・藤村雄基・富井尚志「 小袖屛風に関する閲覧システムの構築と歴史資
料への興味喚起を目的とした情報提示」
 ・2015 年 3 月　電気学会システム研究会
濱上知樹「ディープラーニングによる物体認識軸を用いた抽象画像の類似性評価」
■2015年度
 ・ 第 5回共同研究会（電気学会　電子・情報・システム部門大会における発表）2015 年 8 月 28日
長崎大学























 ・2015 年 8 月　Annual Conference of IEEJ Elwectronics, Infoemation and Systems 2015
A.Hagioita, T.Tanaka, R.Daimon, T.Tomii, “ Improvement of a Browsing System about Kosode 
Byobu to Rouse Interest in Historical Materials”
 ・2015 年 8 月　情報処理学会　人文科学とコンピュータ研究会
　濱上知樹・澤田和人「小袖屛風を対象とした知的構造の抽出に関する研究」
 ・2015 年 9 月　第 14 回情報科学技術フォーラム（FIT 2015）
　井田有香・白川真一・大原剛三・豊田哲也「小袖屛風画像を利用した模様画像の合成」
 ・2015 年 12 月　人文科学とコンピュータシンポジウム
　田村誠悟・濱上知樹「深層学習を用いたモチーフ分類にもとづく小袖屛風画像の特徴分析」
 ・2015 年 12 月　人文科学とコンピュータシンポジウム
　大門利都子・萩生田明徳・田中友章・富井尚志「 服飾に関する背景知識を活用した一覧型小袖屛
風閲覧システムの構築」








データベースを作成した。これをHTML5 で閲覧するしくみを Zoomify によって実現し，さらに，
館蔵データベースや解説データベース，模様領域データとの連携により，これまでにない詳細な情
報提供が可能な高度データベースシステムとして完成させた。
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（2）知的検索システムの開発（富井，澤田）
（1）のデータベースを用いた検索システムのほか，小袖屛風の属性や作成年代ごとのマトリクス
表示，検索機能の実現や，（3）との連携機能を準備し，知的検索を実現するための拡張性を実装した。
（3）小袖屛風画像からの意味および構造の抽出（濱上，内田，中島）
多様な小袖屛風の模様の意味を自動抽出し，その構造を定量化・類型化する手段を明らかにした。
Deep Learning を用いた一般物体認識のしくみを用いてデータベース中の画像タイルに意味を推定
し，意味空間中で屛風の分類することに成功した。
（4）デジタルアーカイブの新たな展示技術―高リアリティ合成画像の研究（濱上，福永）
高精度なデジタルデータを利活用するための試みとして，鑑賞者と対象との相互作用を再現する
ことで得られる高リアリティ合成画像の生成方法を明らかにした。鑑賞者の位置から固定光源から
の反射光を再現する手法はこれまでにもあったが，大量のデータと簡易な計算で実現する新たなア
ルゴリズムを開発したことで，新たな展示方法の提案が可能となった。
（5）小袖屛風画像デジタルアーカイブDBを用いた派生研究（白川，澁谷，矢田）
高精細画像データベースを用いた派生研究として，新たな模様と配置を合成するアルゴリズムや，
位相的特徴抽出による空間特徴の把握，バーチャル着装など，多くの派生研究の成果が得られた。
（6）THzイメージングによる断面データのアーカイブ化（福永，濱上，澤田）
画像以外の高度デジタルアーカイブの事例として，THz イメージングによる小袖屛風断層画像
の測定を世界で初めて実現し，屛風作成技法にかかわる知見を得るために必要な貴重なデータを得
ることができた。
5．総括
以上の研究成果を通して，小袖屛風高精細画像を対象とした知的デジタルアーカイブの利活用研
究の具体例と新たな文理融合研究分野の進め方について一定の結論を得た。特に，小袖屛風画像デ
ータベースは公開にむけて準備がととのっており，機械学習によって得られた成果が順次加えられ
る拡張性を有している。将来的には他のデータベースとの連携・拡張を通して，さらなるデジタル
アーカイブ利活用のためのプラットフォームとしての利用が期待できる。
なお，小袖屛風画像データベースは，2016 年度国立歴史民俗博物館企画展示「デジタルで楽し
む歴史資料」において一般公開した。
（横浜国立大学大学院工学研究院，国立歴史民俗博物館共同研究代表者）
